






















































































































































































































































年齢 女子 男子 女子 男子
8歳 20 4  2
9歳 35 9 4 




09 9 8 3
発話への注目・工夫について 5
表３ 各質問項目において「該当する」と回答した数（吃音のみられない群：Ｎ＝28）
Ⅰ．普段の会話場面について 女子（N=09） 男子（N=9） 合計（N=28）
１．発話への注目 回答数 （％） 回答数 （％） 回答数 （％）
① 発話前：語音への注目 6 5.5 2 0.5 8 6.3 
② 発話前：言葉への注目 26 23.9 6 3.6 32 25.0 
③ 発話前：言える・言えないの判断 20 8.3 4 2. 24 8.8 
④ 発話前：自分の身体の緊張状態への注意 5 3.8 7 36.8 22 7.2 
⑤ 発話前または発話中：口、舌の状態への注意 3 .9  5.3 4 0.9 
⑥ 発話中：自分の身体の状態への意識 3 .9 2 0.5 5 .7 
⑦ 発話後：音がうまく出たかどうかの意識 32 29.4 6 3.6 38 29.7 
⑧ 発話後：うまく言えた・言えなかったかの分析 40 36.7 4 2. 44 34.4 
２．発話の工夫
（１）発話直前
① 発話前：頭の中で言えるかどうか言ってみる 47 43. 9 47.4 56 43.8 
② 発話前：他の言葉への言い換え 43 39.4 0 52.6 53 4.4 
③ 発話前：身体の緊張をほぐす  0. 3 5.8 4 0.9 
④ 話す前：口を少し動かして言いやすくする 2 9.3 5 26.3 26 20.3 
（２）発話中
① 発話中：つまると言い換える 56 5.4 0 52.6 66 5.6 
② 流暢に話すため、意図的にゆっくりと話す 56 5.4 8 42. 64 50.0 
③ 言葉が出にくい時、言うのを一旦やめ、やり直す 55 50.5 9 47.4 64 50.0 
④「あのー」「えーと」などの言葉を意識的に入れる 43 39.4 6 3.6 49 38.3 
⑤ 言いやすいように、リズムを取る 29 26.6 5 26.3 34 26.6 
⑥ 言葉がつまって出ないときは勢いをつける 8 6.5 4 2. 22 7.2 
⑦ 言葉が出にくい時、言うのをやめ、後回しにする 34 3.2 7 36.8 4 32.0 
⑧ 言いにくい時、言いやすい言葉に言い換える 62 56.9 0 52.6 72 56.3 
⑨ 言いにくい音は、音を変えて発音する 23 2. 7 36.8 30 23.4 
⑩ 発話中に言い易い体勢を取ろうとしますか。 3 .9 6 3.6 9 4.8 
⑪ 発話中に舌、口、呼吸器官の動きを意識的に行う 5 4.6  5.3 6 4.7 
⑫ 言いにくい時に咳払いをしてごまかす 5 3.8 4 2. 9 4.8 
⑬ 口を大きく開けて話そうとする 7 5.6 2 0.5 9 4.8 
⑭ 言葉がいいづらい時に、分からないふりをする 7 5.6 4 2. 2 6.4 
⑮ 相手の言葉を利用して返事だけで済ませる 25 22.9 8 42. 33 25.8 
Ⅱ．流暢に話すために普段行っていること
① 誰も居ないところで発話の練習をする 5 4.6 3 5.8 8 6.3 
② 一人で音読の練習をすることがある 7 5.6 3 5.8 20 5.6 
③ その他、自分で行っていることがある  0.9  5.3 2 .6 
宮本昌子　都筑澄夫6
表４ 各質問項目において「該当する」と回答した数（現在あるいは過去に吃音のある群：Ｎ＝）
Ⅰ．普段の会話場面について 女子（N=8） 男子（N=3） 合計（N=）
１．発話への注目 回答数 （％） 回答数 （％） 回答数 （％）
① 発話前：語音への注目 2 25.0 0 0.0 2 8.2 
② 発話前：言葉への注目 5 62.5  33.3 6 54.5 
③ 発話前：言える・言えないの判断 4 50.0  33.3 5 45.5 
④ 発話前：自分の身体の緊張状態への注意 4 50.0 2 66.7 6 54.5 
⑤ 発話前または発話中：口、舌の状態への注意 7 87.5 0 0.0 7 63.6 
⑥ 発話中：自分の身体の状態への意識 4 50.0  33.3 5 45.5 
⑦ 発話後：音がうまく出たかどうかの意識 4 50.0 3 00.0 7 63.6 
⑧ 発話後：うまく言えた・言えなかったかの分析 5 62.5 2 66.7 7 63.6 
２．発話の工夫
（１）発話直前
① 発話前：頭の中で言えるかどうか言ってみる 5 62.5 2 66.7 7 63.6 
② 発話前：他の言葉への言い換え 6 75.0 3 00.0 9 8.8 
③ 発話前：身体の緊張をほぐす 3 37.5  33.3 4 36.4 
④ 話す前：口を少し動かして言いやすくする 5 62.5  33.3 6 54.5 
（２）発話中
① 発話中：つまると言い換える 6 75.0 3 00.0 9 8.8 
② 流暢に話すため、意図的にゆっくりと話す 6 75.0 2 66.7 8 72.7 
③ 言葉が出にくい時、言うのを一旦やめ、やり直す 7 87.5 2 66.7 9 8.8 
④ 「あのー」「えーと」などの言葉を意識的に入れる 7 87.5  33.3 8 72.7 
⑤ 言いやすいように、リズムを取る 3 37.5 0 0.0 5 45.5 
⑥ 言葉がつまって出ないときは勢いをつける 5 62.5 2 66.7 7 63.6 
⑦ 言葉が出にくい時、言うのをやめ、後回しにする 5 62.5 2 66.7 7 63.6 
⑧ 言いにくい時、言いやすい言葉に言い換える 8 00.0 2 66.7 0 90.9 
⑨ 言いにくい音は、音を変えて発音する 6 75.0  33.3 7 63.6 
⑩ 発話中に言い易い体勢を取ろうとしますか。 4 50.0 3 00.0 7 63.6 
⑪ 発話中に舌、口、呼吸器官の動きを意識的に行う  2.5  33.3 2 8.2 
⑫ 言いにくい時に咳払いをしてごまかす 2 25.0  33.3 3 27.3 
⑬ 口を大きく開けて話そうとする  2.5  33.3 2 8.2 
⑭ 言葉がいいづらい時に、分からないふりをする 5 62.5  33.3 6 54.5 
⑮ 相手の言葉を利用して返事だけで済ませる 4 50.0 3 00.0 7 63.6 
Ⅱ．流暢に話すために普段行っていること
① 誰も居ないところで発話の練習をする 0 0.0  33.3  9. 
② 一人で音読の練習をすることがある  2.5  33.3 2 8.2 
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